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監査の結果に係る措置通知書 

 

監査対象部局  産業振興部 

監 査 の 種 類  平成30年度 定期監査（30監第21号 平成30年７月20日報告） 

措置を講じた者  いわき市長 

通知を受けた日  平成30年11月７日 

 

指摘一覧 措置通知日 

是正改善を要する事項 

 

１ 特定事項 

支出事務において、一般会計から支出すべき費用を、特別会計から支出

している例が認められた。 

平成30年 

10月４日 

 

２ 収入事務 

いわき産業創造館施設・設備使用料に係る収入事務において、口座振込

により受領した使用料について、指定金融機関等への払込みが遅延してい

る例が認められた。 

平成30年 

10月４日 

 

３ 支出事務（その１） 

支出事務において、嘱託職員の時間外勤務手当の算出に誤りのある例が

認められた。 

平成30年 

10月４日 

 

４ 支出事務（その２） 

交際費に係る支出事務において、前渡資金を受領する以前に支払いをし

ている例が認められた。 

平成30年 

10月４日 

 

５ 支出事務（その３） 

交際費に係る支出事務において、支出額の算出に誤りがある例が認めら

れた。 

平成30年 

10月４日 

 

６ 契約事務 

契約事務において、いわき市契約等に係る暴力団等の排除に関する要綱

に基づく必要な措置が講じられていない例が認められた。 

平成30年 

10月４日 

意見又は要望とする事項 

 １ 特定事項（ふるさといわき就労支援事業に関する取組みについて） 
平成30年 

10月４日 

 ２ 収入事務（光熱水費の負担のあり方の検討について） 
平成30年 

11月７日 
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意見又は要望とする事項 措置した内容 

２ 収入事務（光熱水費の負担のあり方の検

討について） 

 行政財産の使用許可に伴う附帯諸設備の

経費負担については、市財務規則第246条で

定めており、また、具体的な徴収方法につ

いては、「行政財産の使用許可における事務

取扱いについて」（平成25年10月25日財政部

長通知）で算式が示されている。 

 一方、いわき平競輪場等の普通財産につ

いては、光熱水費の負担に係る明確な規定

はないが、行政財産と同様に公有財産であ

ることに変わりはなく、行政財産の規定に

準じて算出するべきものと考えられる。公

営競技事務所の普通財産に係る貸付けにお

いて、上記事務取扱いと異なる考え方とな

っている例が認められたことから、施設マ

ネジメント課とも協議のうえ、貸付けに係

る光熱水費の負担のあり方について見直し

を検討されたい。 

（公営競技事務所） 

 

 

 

 

本競輪場の普通財産貸付に係る光熱水費の

負担のあり方について、施設マネジネント課

と協議したところ、下記の意見が示されまし

た。 

○ 本競輪場の光熱水費の負担については、

行政財産目的外使用許可に準ずる算式によ

り算出することが適当である。 

○ ただし、電気料金については、貸付相手

方に請求する基本料金が適正な金額となる

よう考慮することも必要である。 

○ また、貸付相手方の性格や業務実態等を

踏まえながら、市財務規則第246条ただし書

きによる減免が可能かどうか検討すること

が必要な場合もある。 

上記意見に基づき検討した結果、本競輪場

の普通財産貸付に係る光熱水費（電気、ガ

ス、上下水道）のうち、ガス及び上下水道料

金の負担については、行政財産目的外使用許

可に準ずる算式に見直すこととします。 

一方、電気料金については、本競輪場の基

本料金がナイター競輪開催に応じた最大使用

量を見込んだ契約となっているため、同算式

に準じた場合、貸付相手方が使用実態に比べ

過大な料金負担に繋がってしまいます。 

そのため、施設マネジメント課の意見を踏

まえ、貸付相手方の公共性や本施設及び事業

の特殊性等を考慮し、減免の可能性を検討し

ながら適正な金額を徴するよう見直しを図っ

て参りたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 


